
石岡市立ふるさと歴史館   
                     石岡市総社1-2-10 石岡小学校敷地内 
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平成29年             

 １１月１日（水）   
 

        平成30年 

   ▶ １月２８日（日） 

月曜休館（祝日の場合は翌日） 
 

入館無料 
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国指定史跡 佐久良東雄旧宅 
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 八郷地区の浦須という集落に，風格のある長屋門が建っ

ています。長屋門を通ると広い庭があり，左手には昔ながら

の土蔵，そして正面には重厚な茅葺きの主屋があります。江

戸時代に建てられ，国の文化財に指定されているこの建物 
 

は，「佐久良東雄」という勤皇の志士の生家にあたり

ます。 
 

 江戸時代後期，文化8年(1811)にこの地に生まれた佐久良

東雄は，国学を修め，熱烈な愛国者として多くの人々を指導

しました。しかし，万延元年(1860)，当時の権力者・大老 井 

▲ 国指定史跡 佐久良東雄旧宅 長屋門  

◆展示解説  

     11月３日（金・祝）10時30分から 
 

 担当職員が展示の見どころを解説します（30分程度） 

 申し込み不要。直接ふるさと歴史館にお集まりください 

◀ 贈従四位記念碑    

 （浦須 東雄神社） 

伊直弼を暗殺した桜田門外の変の関係者をかくまったとして，徳川幕府につかまって

しまいました。獄中で東雄は，「吾，徳川の粟は食まず」と唱えて絶食し，自ら命を絶っ

たと伝えられています。享年50歳でした。 
  

 本企画展では，劇的とも言えるその生涯を振り返るとともに，東雄の目指したもの，

そしてその後の歴史に与えた影響について考えてみたいと思います。  
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